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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
吸込口と吐出口とを有し、前記吸込口と前記吐出口を結ぶ通風路内に排気用ファンモータ
ーと、前記吸込口と前記排気用ファンモーターとの間に設けられたフィルターと、前記フ
ィルターを洗浄する洗浄液を貯水する貯水槽と、前記貯水槽の洗浄液を前記フィルターを
洗浄する洗浄槽に供給する洗浄液供給手段と、弁を開き前記洗浄槽内の排水を行なう排水
弁と、前記洗浄槽内に供給された液体の洗浄に適した水位を検出するレーザー発信器およ
びレーザー受信器と、前記レーザー発信器およびレーザー受信器より下に設けて液体の有
無を判定する結露センサーを備え、前記レーザー発信器およびレーザー受信器により洗浄
液を洗浄に適した水位で検出した後は洗浄液供給手段による洗浄液の供給を停止し、前記
排水弁を開いたにもかかわらず前記結露センサーが液体を検知している場合は排水弁の異
常とすることを特徴とするレンジフード。
【請求項２】
貯水槽に貯水された洗浄液を排出する洗浄液排出手段を備え、水位検出手段により洗浄液
を所定の水位で検出した後は前記洗浄液排出手段によって洗浄液を排出し、前記貯水槽の
水位を所定の位置に調整することを特徴とする請求項１記載のレンジフード。
【請求項３】
水位検出手段は光の屈折率の変化により水位を検出することを特徴とする請求項１または
２記載のレンジフード。
【請求項４】
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水位検出手段は超音波で水位を検出することを特徴とした請求項１または２記載のレンジ
フード。
【請求項５】
水位検出手段は容量変化で水位を検出することを特徴とした請求項１または２記載のレン
ジフード。
【請求項６】
レンジフードの取り付け傾斜角度を検出する傾斜検出手段を設け、前記傾斜検出手段で検
出した傾斜角度に応じて洗浄液の目標水位を変更することを特徴とする請求項１、２、３
、４または５記載のレンジフード。
【請求項７】
使用者へ状態を表示する表示手段を備え、フィルター洗浄が終了した後も洗浄液が貯水槽
内に残存している場合は、前記表示手段により表示することを特徴とする請求項１、２、
３、４、５または６記載のレンジフード。
【請求項８】
漏れた洗浄液および飛散した洗浄液を検出する洗浄液漏れ検出手段を備え、前記洗浄液漏
れ検出手段が洗浄液を検出した場合は、所定の通電を停止することを特徴とする請求項１
、２、３、４、５、６または７記載のレンジフード。
【請求項９】
洗浄液漏れ検出手段は、光の屈折率の変化により検出することを特徴とした請求項８記載
のレンジフード。
【請求項１０】
洗浄液漏れ検出手段は、容量変化により検出することを特徴とした請求項８記載のレンジ
フード。
【請求項１１】
フィルター洗浄中に人がレンジフードに触れた場合は所定の通電を停止することを特徴と
した請求項１、２、３、４、５、６、７、８、９または１０記載のレンジフード。
【請求項１２】
洗浄液の飛散防止あるいは／およびレンジフード内部の充電部に人が触れることを防止す
るフロントカバーを備え、前記フロントカバーがフィルター洗浄中に外された場合は通電
を停止することを特徴とした請求項１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０または１
１記載のレンジフード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄液でフィルターを洗浄するレンジフードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種のレンジフードでは、フィルターを回転自在に設け、洗浄液で満たした洗
浄タンク内でフィルターを回転させて汚れを洗い落とすものが知られている（例えば、特
許文献１参照）。
【０００３】
　以下、そのレンジフードについて図１５を参照しながら説明する。
【０００４】
　図に示すように、厨房器具１０１上方に位置するように設けられ、吸込口１０２と吐出
口１０３を有するフード１０４と、排気ファン１０５と、フィルター１０６を備えるレン
ジフードにおいて、油煙の流れ方向と一致する回転軸１０７により、円盤形状のフィルタ
ー１０６をフード１０４の中程に回転自在に設け、上面が開口した箱体状の洗浄タンク１
０９を開口上端が回転軸１０７と同一高さとなるように設け、洗浄タンク１０９に貯水さ
れる洗浄液１０８に回転軸１０７より下方に位置するフィルター１０６が浸漬され、油や
埃等で汚れた部分を洗浄するものである。
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【特許文献１】特開平６－１３７６３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような従来のフィルター洗浄行うレンジフードでは、洗浄時の洗浄液漏れという課
題がつきまとい周辺部分の腐食や漏電の保護が要求される。また洗浄液が周囲に飛散する
恐れもあることから使用者への飛散防止手段が要求される。
【０００６】
　本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、洗浄液漏れが起こった場合に
腐食や漏電が起こらないレンジフードを構成し、また使用者への洗浄液の飛散を防ぐこと
ができるレンジフードを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のレンジフードは上記目的を達成するために、吸込口と吐出口とを有し、前記吸
込口と前記吐出口を結ぶ通風路内に排気用ファンモーターと、前記吸込口と前記排気用フ
ァンモーターとの間に設けられたフィルターと、前記フィルターを洗浄する洗浄液を貯水
する貯水槽と、前記貯水槽の洗浄液を前記フィルターを洗浄する洗浄槽に供給する洗浄液
供給手段と、弁を開き前記洗浄槽内の排水を行なう排水弁と、前記洗浄槽内に供給された
液体の洗浄に適した水位を検出するレーザー発信器およびレーザー受信器と、前記レーザ
ー発信器およびレーザー受信器より下に設けて液体の有無を判定する結露センサーを備え
、前記レーザー発信器およびレーザー受信器により洗浄液を洗浄に適した水位で検出した
後は洗浄液供給手段による洗浄液の供給を停止し、前記排水弁を開いたにもかかわらず前
記結露センサーが液体を検知している場合は排水弁の異常とすることを特徴とするレンジ
フードとしたものである。
【０００８】
　この手段により洗浄液を洗浄に適した水位で維持することができ、また貯水槽から洗浄
液が漏れることを防ぐとともに、液体の有無を判定する結露センサーを備え、排水弁を開
いたにもかかわらず前記結露センサーが液体を検知している場合は排水異常として排水弁
の異常を検知することのできるレンジフードが得られる。
【０００９】
　また本発明のレンジフードの他の手段は、貯水槽に貯水された洗浄液を排出する洗浄液
排出手段を備え、水位検出手段により洗浄液の水位を検出した後は前記洗浄液排出手段に
よって洗浄液を排出し、貯水槽の水位を所定の位置に調整することを特徴とするレンジフ
ードとしたものである。
【００１０】
　この手段により貯水槽内に異物が入った場合や、洗浄液が勢いよく供給されて水位が上
がった場合でも、洗浄液を不必要な分だけ排出して液面水位を保ち、洗浄液漏れを防ぐレ
ンジフードが得られる。
【００１１】
　また本発明のレンジフードの他の手段は、水位検出手段は光の屈折率の変化により水位
を検出することを特徴とするレンジフードとしたものである。
【００１２】
　この手段により、洗浄液にどんな成分が含まれていようと検出でき、また水位検出部分
は洗浄液とは非接触であるから漏電や汚れによる誤動作が少ないレンジフードが得られる
。
【００１３】
　また本発明のレンジフードの他の手段は、水位検出手段は超音波で水位を検出すること
を特徴とするレンジフードとしたものである。
【００１４】
　この手段により、水位までの距離を測定することが可能であり、また検出部分は洗浄液
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とは非接触であるから漏電や汚れによる誤動作が少ないレンジフードが得られる。
【００１５】
　また本発明のレンジフードの他の手段は、水位検出手段は容量変化により水位を検出す
ることを特徴とするレンジフードである。
【００１６】
　この手段により、洗浄液にどんな成分が含まれていようと検出でき、また検出部分は場
所を取らずに取り付けができ、かつ洗浄液とは非接触であるから漏電や汚れによる誤動作
が少ないレンジフードが得られる。
【００１７】
　また本発明のレンジフードの他の手段は、レンジフードの取り付け傾斜角度を検出する
傾斜検出手段を設け、前記傾斜検出手段で検出した傾斜角度に応じて洗浄液の目標水位を
変更することを特徴とするレンジフードとしたものである。
【００１８】
　この手段により、レンジフードが傾いた状態で取り付けられたとしても、傾斜角度に応
じて貯水槽の水位を補正し、洗浄液漏れを防ぐレンジフードが得られる。
【００１９】
　また本発明のレンジフードの他の手段は、使用者へ状態を表示する表示手段を備え、フ
ィルター洗浄が終了した後も洗浄液が貯水槽内に残存している場合は前記表示手段により
表示することを特徴とするレンジフードとしたものである。
【００２０】
　この手段により、何らかの原因で洗浄液が貯水槽内から排出されなかった場合に、使用
者が貯水槽を取り外し、誤って洗浄液を漏らすことを防止するレンジフードが得られる。
【００２１】
　また本発明のレンジフードの他の手段は、漏れた洗浄液および飛散した洗浄液を検出す
る洗浄液漏れ検出手段を備え、前記洗浄液漏れ検出手段が洗浄液を検出した場合は、所定
の通電を停止することを特徴とするレンジフードとしたものである。
【００２２】
　この手段により、地震や何らかの衝撃により洗浄液が飛散もしくは貯水槽等から溢れた
場合は、電気的な制御を行っている部分への通電を停止し、漏電を防止することが可能な
レンジフードが得られる。
【００２３】
　また本発明のレンジフードの他の手段は、洗浄液漏れ検出手段は、光の屈折率の変化に
より検出することを特徴とするレンジフードとしたものである。
【００２４】
　この手段により、非接触で漏電することなく安全に洗浄液漏れを検出することが可能な
レンジフードが得られる。
【００２５】
　また本発明のレンジフードの他の手段は、洗浄液漏れ検出手段は、容量変化により検出
することを特徴とするレンジフードとしたものである。
【００２６】
　この手段により、検出部分は場所を取らず、少ないスペースでも取り付けが可能となる
。また非接触で漏電することなく安全に洗浄液漏れを検出することが可能なレンジフード
が得られる。
【００２７】
　また本発明のレンジフードの他の手段は、フィルター洗浄中に人がレンジフードに触れ
た場合は所定の通電を停止することを特徴とするレンジフードとしたものである。
【００２８】
　この手段により、洗浄液漏れが起こった場合は電気的な制御を行っている駆動部分への
通電を停止し、漏電を防止することが可能なレンジフードが得られる。
【００２９】
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　また本発明のレンジフードの他の手段は、洗浄液の飛散防止あるいは／およびレンジフ
ード内部の充電部に人が触れることを防止するフロントカバーを備え、前記フロントカバ
ーがフィルター洗浄中に外された場合は、通電を停止することを特徴とするレンジフード
としたものである。
【００３０】
　この手段により、洗浄液が使用者に飛散することを防止し、また漏電を防止することが
可能なレンジフードが得られる。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、吸込口と吐出口とを有し、前記吸込口と前記吐出口を結ぶ通風路内に
排気用ファンモーターと、前記吸込口と前記排気用ファンモーターとの間に設けられたフ
ィルターと、前記フィルターを洗浄する洗浄液を貯水する貯水槽と、前記貯水槽の洗浄液
を前記フィルターを洗浄する洗浄槽に供給する洗浄液供給手段と、弁を開き前記洗浄槽内
の排水を行なう排水弁と、前記洗浄槽内に供給された液体の洗浄に適した水位を検出する
レーザー発信器およびレーザー受信器と、前記レーザー発信器およびレーザー受信器より
下に設けて液体の有無を判定する結露センサーを備え、前記レーザー発信器およびレーザ
ー受信器により洗浄液を洗浄に適した水位で検出した後は洗浄液供給手段による洗浄液の
供給を停止し、前記排水弁を開いたにもかかわらず前記結露センサーが液体を検知してい
る場合は排水弁の異常とすることを特徴とするレンジフードとしたもので、洗浄槽内に供
給された液体の洗浄に適した水位を検出するレーザー発信器およびレーザー受信器によっ
て洗浄液を洗浄に適した水位で維持することができ、また貯水槽からの洗浄液漏れを防ぐ
とともに、液体の有無を判定する結露センサーを備え、排水弁を開いたにもかかわらず前
記結露センサーが液体を検知している場合は排水異常として排水弁の異常を検知すること
のできるレンジフードを提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　本発明の請求項１記載の発明は、吸込口と吐出口とを有し、前記吸込口と前記吐出口を
結ぶ通風路内に排気用ファンモーターと、前記吸込口と前記排気用ファンモーターとの間
に設けられたフィルターと、前記フィルターを洗浄する洗浄液を貯水する貯水槽と、前記
貯水槽の洗浄液を前記フィルターを洗浄する洗浄槽に供給する洗浄液供給手段と、弁を開
き前記洗浄槽内の排水を行なう排水弁と、前記洗浄槽内に供給された液体の洗浄に適した
水位を検出するレーザー発信器およびレーザー受信器と、前記レーザー発信器およびレー
ザー受信器より下に設けて液体の有無を判定する結露センサーを備え、前記レーザー発信
器およびレーザー受信器により洗浄液を洗浄に適した水位で検出した後は洗浄液供給手段
による洗浄液の供給を停止し、前記排水弁を開いたにもかかわらず前記結露センサーが液
体を検知している場合は排水弁の異常とすることを特徴とするレンジフードとしたもので
あり、洗浄液の目標水位をあらかじめ設定しておき、前記洗浄槽内に供給された液体の洗
浄に適した水位を検出するレーザー発信器およびレーザー受信器によってその目標水位を
検出した後に洗浄液供給手段による洗浄液の供給を停止することで、液面を目標水位に維
持することが可能となる。また、前記レーザー発信器およびレーザー受信器より下に設け
て液体の有無を判定する結露センサーを備えたことで、排水弁を開いたにもかかわらず前
記結露センサーが液体を検知している場合は排水異常として排水弁の異常を検知すること
ができる。本発明により洗浄液の液漏れを防止し、また洗浄に適した水位で洗浄液を確保
することが可能となる。
                                                                                
【００３３】
　また本発明の請求項２記載の発明は、貯水槽に貯水された洗浄液を排出する洗浄液排出
手段を備え、水位検出手段により洗浄液を所定の水位で検出した後は前記洗浄液排出手段
によって洗浄液を排出し、前記貯水槽の水位を所定の位置に調整することを特徴とする請
求項１記載のレンジフードとしたものであり、何らかの原因で貯水槽内の洗浄液が目標の
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水位を上回った場合は洗浄液排出手段によって排水し、液面を目標水位に維持することが
可能となる。本発明により洗浄液の液漏れを防止し、また洗浄に適した水位で洗浄液を制
御することが可能となる。
【００３４】
　また本発明の請求項３記載の発明は、水位検出手段は光の屈折率により水位を検出する
ことを特徴とする請求項１または２記載のレンジフードとしたもので、液体中で光が屈折
を起こすことを利用して洗浄液を目標水位で検出することが可能となる。本発明により目
標水位で液面を検出し、洗浄液供給手段による洗浄液の供給を停止することで液面を目標
水位で維持することが可能となる。
【００３５】
　また本発明の請求項４記載の発明は、水位検出手段は超音波により水位を検出すること
を特徴とした請求項１または２記載のレンジフードとしたものであり、超音波の反射に要
した時間から水位を計測することが可能となる。本発明により目標水位で液面を検出し、
洗浄液供給手段による洗浄液の供給を停止することで液面を目標水位で維持することが可
能となる。
【００３６】
　また本発明の請求項５記載の発明は、水位検出手段は容量変化により水位を検出するこ
とを特徴とした請求項１または２記載のレンジフードとしたものであり、貯水槽外装に微
小容量で充放電を行う電極を当て、洗浄液と電極の間で形成される結合容量から洗浄液を
検出することが可能となる。本発明により目標水位で液面を検出し、洗浄液供給手段によ
る洗浄液の供給を停止することで液面を目標水位で維持することが可能となる。
【００３７】
　また本発明の請求項６記載の発明は、レンジフードの取り付け傾斜角度を検出する傾斜
検出手段を設け、前記傾斜検出手段で検出した傾斜角度に応じて洗浄液の目標水位を変更
することを特徴とする請求項１、２、３、４または５記載のレンジフードとしたもので、
レンジフードの取り付け角度および貯水槽の傾きを検出して、洗浄液の目標水位を変更す
ることが可能となる。
【００３８】
　また本発明の請求項７記載の発明は、使用者へ状態を表示する表示手段を備え、フィル
ター洗浄が終了した後も洗浄液が貯水槽内に残存している場合は、前記表示手段により表
示することを特徴とする請求項１、２、３、４、５または６記載のレンジフードとしたも
のであり、貯水槽内に洗浄液が残っていることを使用者へ知らせることが可能となる。
【００３９】
　また本発明の請求項８記載の発明は、漏れた洗浄液および飛散した洗浄液を検出する洗
浄液漏れ検出手段を備え、前記洗浄液漏れ検出手段が洗浄液を検出した場合は所定の通電
を停止することを特徴とする請求項１、２、３、４、５、６または７記載のレンジフード
としたものであり、洗浄液漏れ検出手段により洗浄液漏れおよび洗浄液飛散を検出した場
合は電気的な制御を行っている部分の通電を停止し、周辺部品の腐食や漏電を防ぐことが
可能となる。
【００４０】
　また本発明の請求項９記載の発明は、洗浄液漏れ検出手段は、光の屈折率の変化により
検出することを特徴とした請求項８記載のレンジフードとしたものであり、液体中では光
が屈折を起こすことを利用して洗浄液漏れおよび洗浄液飛散を検出し、電気的な制御を行
っている部分の通電を停止することにより周辺部品の腐食や漏電を防ぐことが可能となる
。
【００４１】
　また本発明の請求項１０記載の発明は、洗浄液漏れ検出手段は、容量変化により検出す
ることを特徴とした請求項８記載のレンジフードとしたものであり、貯水槽等の筐体内壁
に微小容量で充放電を行う電極を当て、洗浄液と電極の間で変化する容量変化を利用して
洗浄液漏れや洗浄液飛散を検出し、電気的な制御を行っている部分の通電を停止すること
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により周辺部品の腐食や漏電を防ぐことが可能となる。
【００４２】
　また本発明の請求項１１記載の発明は、フィルター洗浄中に人がレンジフードに触れた
場合は所定の通電を停止することを特徴とした請求項１、２、３、４、５、６、７、８、
９または１０記載のレンジフードとしたものであり、レンジフード本体に人体が接触した
ことにより変化する静電容量を検出した場合は、電気的な制御を行っている部分の通電を
停止することにより周辺部品の腐食や漏電を防ぐことが可能となる。
【００４３】
　また本発明の請求項１２記載の発明は、洗浄液の飛散防止あるは／およびレンジフード
内部の充電部に人が触れることを防止するフロントカバーを備え、前記フロントカバーが
フィルター洗浄中に外された場合は、通電を停止することを特徴とした請求項１、２、３
、４、５、６、７、８、９、１０または１１記載のレンジフードとしたものであり、フロ
ントカバーが外された場合は通電を切り、周辺部品の腐食や漏電を防ぐことが可能となる
。
【００４４】
　以下、本発明の実施の形態１について図面を参照しながら説明する。
【００４５】
　（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１を図１～図７を用いて、説明する。図１は同レンジフードを示す
図、図２は、同レンジフードのフィルター洗浄機能の構成を示す図、図３は同レンジフー
ドのレーザー光による洗浄液の液面検出原理を示す図、図３（ａ）は同レンジフードの液
面検出手段を示す図、図３（ｂ）は同レンジフードの液面検出原理を示す図、図４は同レ
ンジフードの操作スイッチを示す図、図５は同レンジフードのフィルター洗浄行程を示す
フローチャート、図６は同レンジフードの洗浄液受皿の液漏れ検出原理を示す図、図７は
同レンジフードのフロントカバーを示す図、図７（ａ）は同レンジフードのフロントカバ
ーの正面図、図７（ｂ）は同レンジフードのフロントカバー側面図である。
【００４６】
　図１～図７に示すように、レンジフード１は調理機器２の上部に取り付けられ、レンジ
フード１内部の排気ファンモーター９は調理機器２の使用時に発生した油煙を整流板３か
ら吸込口７７と通風路７８とフィルター５を介して吸い込み、吐出口６から屋外へ排出す
る。フィルター５は油煙の通風路に取り付けられ、油煙に含まれる油や埃を取り除く。ま
たフィルター５は円盤構造でフィルター中心には回転軸１０が設けられ、モーター２０に
よって回転自在な構成とされている。またフィルター５の下部には洗浄槽４が設けられて
おり、フィルター５の回転軸から下半面を非接触で覆う形状で構成される。
【００４７】
　ここでフィルター５は親水性塗装を施しており、油煙中に含まれる水分が親水性の性質
により表面に水膜を形成し、付着した油汚れを浮き上げ除去しやすくしている。
【００４８】
　貯水槽１２はレンジフード底部前面のフロントカバー１３を使用者が開けると取り出す
ことが可能で、フィルター洗浄を行う際には使用者が貯水槽１２に洗浄液を供給し所定の
位置に戻す。そして、使用者がフロントカバー１３を閉じた後、図４に示す操作スイッチ
８に用意された洗浄スイッチ１４を押すと、洗浄スイッチ１４近傍に配置された状態表示
ＬＥＤ２２が点灯し、貯水ポンプ７が貯水槽１２内の洗浄液の吸い上げを開始する。洗浄
槽４では貯水ポンプ７から供給される洗浄液を槽内に貯め込みフィルター５を浸漬する。
【００４９】
　ここで洗浄液は温水もしくは水道水を使用し、フィルター汚れを落とす構成とする。ま
た洗浄槽４の側面にはレーザー光を発信するレーザー発信器１５、レーザー発信器２１、
結露センサー２３が縦に並んで取り付けられている。図３にはレーザー光による洗浄液の
液面検出原理を示す。
【００５０】
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　洗浄槽４内では、下から結露センサー２３、レーザー受信器１７、レーザー発信器１５
、レーザー受信器１６、レーザー発信器２１の順で縦に並んで取り付けられる。
【００５１】
　この状態で、洗浄液が洗浄槽４内に貯まっていない状態では、レーザー発信器１５から
発信されたレーザー光１９が対面に設けられたレーザー受信器１７へ向かって照射される
。これに対し、洗浄液が洗浄槽４内に供給されると、まず結露センサー２３が浸漬しされ
て液体の有無を判定する。そしてその後も液面が上昇を続けると次にレーザー光１９を遮
ることになる。するとレーザー光１９は液体内で屈折を起こすため、レーザー受信器１７
ではレーザー光１９を受信できない状態となる。
【００５２】
　このレーザー光１９が屈折する瞬間の液面をフィルター洗浄に適した目標水位１８とし
てあらかじめ設定し、貯水ポンプ７はこの目標水位１８で液面が停止するように洗浄液供
給を停止するものとする。
【００５３】
　ここでフィルター洗浄に適した目標水位１８とはフィルター５半面全てを浸漬可能な水
量で、かつフィルター５を洗浄液内で回転させても洗浄槽４から洗浄液が溢れ出さない水
位を指すものとする。
【００５４】
　上記レーザー光による液面検出手段では、非接触で液面を検出可能であるためセンサー
自体が汚れず繰り返し使用が可能である。またその検出原理からどのような液体であって
も液面を検出できるため、洗浄液に洗剤や油分が混入されたとしても誤検知することなく
使用可能である。またここでレーザー光とは洗浄液によって屈折を起こすものであればよ
く、可視光レーザー、半導体レーザー等で構成し、その波長も紫外線、可視光線、赤外線
でして良い。
【００５５】
　また上記のように目標水位で洗浄液の供給を停止する手段では、洗浄液が溢れずかつフ
ィルター全面を洗浄液に浸水可能な水位を予め目標水位として設定しておけば、漏水なく
確実にフィルター洗浄を行うことが可能である。
【００５６】
　さらに貯水ポンプ７停止の応答遅れや、異物が貯水槽内に入って洗浄液の水位が目標水
位１８を上回り、レーザー発信器２１とレーザー受信器１６によって洗浄液の液面が検出
された場合は、洗浄槽４に取り付けられた排水弁７９を開いて洗浄液を排水トレイ４４へ
排水する。そしてレーザー受信器１６による液面検出がなくなるまで排水を行い、洗浄液
の水位を目標水位１８近傍で維持させるよう働く。
【００５７】
　そして上記の液面検出動作によって、貯水ポンプ７の洗浄液の供給が目標水位１８で停
止すると、次にモーター２０の運転開始によりフィルター５を洗浄液中で回転させてフィ
ルター５に蓄積された油汚れや埃等の洗浄を行う。
【００５８】
　約５分間のフィルター５洗浄を行うと、モーター２０を停止して排水弁７９を開く。洗
浄槽４内の洗浄液が排水弁７９を通じて排水トレイ４４へ全て流されると、状態表示ＬＥ
Ｄ２２は消灯しフィルター５の洗浄完了を使用者へ通知する。
【００５９】
　ここで、洗浄槽４内の洗浄液排水完了の判断は結露センサー２３による液体検出が消え
ることによって確定するものとする。
【００６０】
　以下、レンジフード１のフィルター洗浄における動作フローチャートを図５に示す。
【００６１】
　ＳＴＥＰ２４で洗浄スイッチ１４が操作されると、ＳＴＥＰ２５で状態表示ＬＥＤ２２
が点灯しフィルター洗浄が始まったことを表示する。次にＳＴＥＰ２６で貯水ポンプ７が
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駆動開始し、貯水槽１２から洗浄液を吸い上げ、洗浄槽４へ洗浄液を供給開始する。そし
てＳＴＥＰ２７で洗浄槽内壁に設けられた結露センサー２３が洗浄液を検出し、ＳＴＥＰ
２８でレーザー発信器１５から照射されているレーザー光１９が洗浄液で屈折し、レーザ
ー受信器１７がレーザー光１９を受信しなくなったらＳＴＥＰ２９で貯水ポンプ７の運転
を停止し、洗浄液の供給を停止する。ＳＴＥＰ３０でレーザー発信器２１から照射されて
いるレーザー光をレーザー受信器１６が受信している場合は、ＳＴＥＰ３１でモーター２
０の運転を開始しフィルター５を洗浄液中で回転させて洗浄を開始する。
【００６２】
　そして５分経過後、ＳＴＥＰ３２でモーター２０を停止しフィルター洗浄を終了し、Ｓ
ＴＥＰ３３で排水弁７９を開き、洗浄槽４内の洗浄液を排水トレイ４４へ排水を行う。そ
してＳＴＥＰ３４で結露センサー２３の液体検出がなくなるとＳＴＥＰ３５で状態表示Ｌ
ＥＤ２２が消灯し、フィルター洗浄完了を表示する。
【００６３】
　またＳＴＥＰ２７において、貯水ポンプ７を駆動して６０秒が経過しても結露センサー
２３による液体検知がない場合は、ＳＴＥＰ３６で操作スイッチ８の給水異常表示４０を
点灯して異常を使用者に通知し、ＳＴＥＰ３７で貯水ポンプ７を停止する。
【００６４】
　またＳＴＥＰ３０において、貯水ポンプ７が停止しているにも関わらずレーザー発信器
２１から照射されているレーザー光をレーザー受信器１６が受信できなくなった場合は、
ＳＴＥＰ３８で排水弁７９を開き、レーザー受信器１６がレーザー光を受信できるまで排
水を行う。
【００６５】
　またＳＴＥＰ３４において、洗浄槽４内を排水したにも関わらず結露センサー２３が液
体を検知している場合はＳＴＥＰ３９で操作スイッチ８の排水異常表示４１を点灯して異
常を使用者に通知するものとする。これは、洗浄によって洗い落とされた油が弁に固着し
た場合など、なんらかの異常によって排水が出来なった場合を想定するもので、洗浄不良
や洗浄槽のメンテナンスを使用者に促すことが可能である。
【００６６】
　また上記フローで示した洗浄スイッチ１４が押されてからフィルター洗浄が終了するま
での間は、地震によって洗浄液が洗浄槽４から溢れ出したり、貯水ポンプ７の目詰まりに
よって洗浄液がポンプ等から漏れ出すなど、なんらかの異常によって洗浄液が所定の経路
から脱して外部へ溢れだすことが想定される。しかしその場合は最下部に取り付けられた
洗浄液受皿４２によって溢れ出した洗浄液を回収することが可能で、レンジフード１外部
へ漏水することを防止することが可能である。
【００６７】
　図６に示すように、また洗浄液受皿４２には結露センサー４３を設けており、結露セン
サー４３の反応によって洗浄液の漏れを検出することが可能である。
【００６８】
　また洗浄液の漏れが検出された場合は貯水ポンプ７、モーター２０、排水弁７９の通電
停止を行い、露出した充電部に洗浄液が触れて漏電することを防止できる。
【００６９】
　また、図７に示すように、フロントカバー１３はレンジフード１の引っ掛け部４５に凸
部を引っ掛けてレンジフード１へ装着される構成である。またレンジフード１側面には凹
部４６が、フロントカバー１３の側面には凸部４７がそれぞれ設けられており、フロント
カバー１３装着時には凸部４７が凹部４６に挿入されて凹部内の電源リミットＳＷ４８の
レバーを押し倒す。電源リミットＳＷ４８はレンジフード１の電源を入切することが可能
であり、レバーが押し倒されるとレンジフード１へ電源電圧を供給し、またレバーが戻さ
れると電源が切状態となる構成である。
【００７０】
　この電源リミットＳＷ４８の働きにより、使用者がフロントカバーを外して排水トレイ
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を取り出す際、漏電したレンジフード内部を触って感電するといった災害を防ぐことが可
能である。また洗浄中に使用者がフロントカバー１３を外したとしても、通電が遮断され
ることから使用者に洗浄液が飛散することを防止することができる。
【００７１】
　（実施の形態２）
　以下、本発明の実施の形態２について図面を参照しながら説明する。実施の形態１と同
一部分は同一番号を付し、詳細な説明は省略する。
【００７２】
　図８、図９には本発明の実施の形態２のレンジフード４９におけるフィルター洗浄構成
を示す。フィルター５０は油煙の通風路に取り付けられ、油煙に含まれる油や埃を取り除
く。フィルター５０は円盤構造でフィルター中心には回転軸５９が設けられ、通風路内で
回転自在な構成とされている。またフィルター５０の下部には洗浄槽５２が設けられてお
り、フィルター５０の回転軸から下半面を非接触で覆う形状で構成される。
【００７３】
　フィルター洗浄を行う際には貯水槽５４に使用者が洗浄液を供給する。ここで洗浄液は
温水もしくは水道水を使用し、フィルター汚れを落とす構成とする。
【００７４】
　操作スイッチ８に用意された洗浄スイッチ１４を押すと、洗浄スイッチ１４近傍に配置
された状態表示ＬＥＤ２２が点灯し、貯水ポンプ５３が貯水槽５４内の洗浄液の吸い上げ
を開始する。洗浄槽５２では貯水ポンプ５３から供給される洗浄液を槽内に貯め込みフィ
ルター５０を浸漬する。
【００７５】
　洗浄槽５２の上部には超音波センサー５１が設けられ、洗浄槽５２に貯水される洗浄液
の水位を検出する。図１０には超音波センサー５１による液面水位検出方法を示す。
【００７６】
　超音波センサー５１は自ら発した超音波６０が液面に当って反射して帰ってくる時間を
計測し、センシング部分から液面までの距離を測定する。そして洗浄に適した目標水位６
１まで洗浄液液面が到達すると、貯水ポンプ５３の運転を停止し洗浄液供給を停止する。
【００７７】
　ここで、仮に液面が目標水位６１を上回ったとしても超音波センサー５１は常に液面と
の距離を検出しているため、液面水位をフィードバックしながら排水弁５６を開き、液面
が目標水位６１になるまで排水を行って液面を制御する。またここで排水した洗浄液は排
水トレイ５７へ貯水される。
【００７８】
　上記制御によって目標水位６１に液面が到達すると、次にフィルター５０が回転してフ
ィルター洗浄が開始される。そしてフィルター洗浄が終了すると排水弁５６が開いて全て
の洗浄液を排水トレイ５７へ排水する。
【００７９】
　ここでもし、なんらかの異常により排水がされなかった場合は超音波センサー５１によ
って洗浄槽内に洗浄液が残水しているのを検出し、排水異常表示４１を表示して使用者に
異常を促す。
【００８０】
　またレンジフード４９が傾斜のある壁に取り付けられた場合、洗浄槽５２も傾くことが
想定される。その場合、所定の目標水位６１まで洗浄液を貯水すると、洗浄液が洗浄槽５
２から溢れ出してしまうため、洗浄槽５２には洗浄槽５２の傾きを検出する傾斜センサー
５５が取り付けられている。図１１に洗浄槽５２と傾斜センサー５５の構成を示す。
【００８１】
　図１１に示すように、目標水位６１の状態で洗浄槽５２が６０度傾くと洗浄液が溢れ出
すことから、傾斜センサー５５は傾斜６０度を越えると検出を行い、目標水位を水位６２
へ変更するようフィードバックを行う。排水弁５６は、超音波センサー５１の検出水位が
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水位６２になるまで洗浄液の排出を行い、洗浄槽５２から洗浄液が溢れ出さないよう制御
を行うものである。またここで、傾斜センサー５５はジャイロセンサーおよび転倒センサ
ーに置き換えても同様の効果を得ることができる。
【００８２】
　洗浄液受皿５８は、配管に油が詰まるなどの異常によって貯水ポンプ５３、洗浄槽５２
、排水弁５６から洗浄液が漏れ出すことを想定し、漏れ出した洗浄液をキャッチできるよ
うに最下部に取り付けられている。そして洗浄液受皿５８はポリカーボネートで作られ、
低部裏側にはフィルム電極シート６５が両面テープ６３によって貼り付けられている。こ
のフィルム電極シート６５はフィルム上に導電性インクで電極を構成したもので、電極は
制御回路６４へとつながっている。
【００８３】
　この洗浄液受皿５８に洗浄液が漏れだした場合、洗浄液受皿５８内の洗浄液によって電
極に蓄えている静電容量が変化を起こすことから、制御回路６４はこの変化を検出して洗
浄液漏れを検出することが可能である。
【００８４】
　また制御回路６４が洗浄液漏れを検知した場合は、通電している貯水ポンプ５３、排水
弁５６の通電を停止することで、洗浄液のさらなる漏水や使用者が感電するといった２次
災害を食い止めるよう制御が行われる。
【００８５】
　以上のように、本実施の形態２のレンジフードは、洗浄槽上部に取り付けられた超音波
センサー５１によって非接触で洗浄液の液面水位を測定することが可能で、この手段によ
って洗浄槽の液面制御や残水検知、排水異常などを検出することができる。
【００８６】
　また、傾斜センサー５５を洗浄槽５２に取り付けたことによって、洗浄槽の傾きを検出
することが可能となり、洗浄槽５２が傾いても洗浄槽内の洗浄液が溢れ出さないよう制御
を行うことができる。
【００８７】
　また、ポリカーボネートで作られた洗浄液受皿５８にフィルム電極シート６５を貼り付
けることで、洗浄液受皿５８に零れ落ちる洗浄液を非接触で検出することが可能となり、
洗浄液に含まれる物質や汚れを気にせず、また誤動作の少ない異常検出手段を構成するこ
とができる。
【００８８】
　またフィルム電極シートを利用した洗浄液検出手段は洗浄槽の液面検出手段にも利用可
能である。図１３にはフィルム電極シートを洗浄槽に応用した例を示す。
【００８９】
　図１３のようにポリカーボネートで作られた洗浄槽６６の側面には、フィルム電極シー
ト６７を貼り付けてられている。フィルム電極シート６７には電極６８、電極６９、電極
７０が導電性インクで形成されており、それぞれ個別に制御回路へ接続されている。また
水位７３は洗浄に適した液面水位であり、ここをフィルター洗浄に適した目標水位として
いる。
【００９０】
　この状態で洗浄槽６６に洗浄液の貯水が開始され、電極６８中心垂直方向の水位７１に
液面が到達すると、洗浄液との結合容量によって電極６８の容量が変化し始める。この変
化で制御回路では液面が水位７１まで到達したことを検出する。
【００９１】
　また次に電極６９中心垂直方向の水位７２に液面が到達すると、電極６８と同様の原理
で制御回路は液面が水位７２まで到達したことを検出する。
【００９２】
　最後に電極７０中心垂直方向の水位７３に液面が到達すると、電極６８と同様の原理で
制御回路は液面が水位７３まで到達したことを検出し、ここで洗浄液の供給を停止する。
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【００９３】
　本方式では電極６８、電極６９、電極７０により３段階で液面を検出可能であるため、
高い検出精度を持ち、かつ異常時の検出も行いやすいというメリットがある。
【００９４】
　またフィルム電極シートを利用した安全装置の例として、図１４にフロントカバー７４
にフィルム電極シートを応用した例を示す。
【００９５】
　フロントカバー７４内部の両サイドにはフィルム電極シート７５、フィルム電極シート
７６が挿入されており、これらの電極は制御回路へと接続されている。フロントカバー７
４の材質はガラスで構成されており、フロントカバー７４の電極が貼り付けられた周辺に
人体が接触すると、人体と電極間で構成される静電容量によって人体検知が行われる。そ
して本構成により、洗浄スイッチ１４が操作されてフィルター洗浄が完了するまでの間に
もし人がフロントカバー７４に触れた場合は、即座にフィルター洗浄を中断の行うものと
する。これにより、使用者が誤ってフィルター洗浄中にフロントカバー７４を外した場合
に、洗浄液が使用者に降りかかることを防ぎ、また洗浄液漏れによる漏電を防止すること
が可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００９６】
　本発明のレンジフードは、フィルター交換やメンテを必要とするエアコン、除湿機、加
湿器などに転用可能であり、またヒーター機能を備えることで、フィルター洗浄後はフィ
ルター乾燥を行うなど新たに機能を付加することができ、家庭用のみならず、業務用、産
業用のフィルター洗浄、フードなどの用途にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】本発明の実施の形態１のレンジフードを示す図
【図２】同レンジフードのフィルター洗浄機能の構成を示す図
【図３】同レンジフードのレーザー光による洗浄液の液面検出原理を示す図（（ａ）同レ
ンジフードの液面検出手段を示す図、（ｂ）同レンジフードの液面検出原理を示す図）
【図４】同レンジフードの操作スイッチを示す図
【図５】同レンジフードのフィルター洗浄行程を示すフローチャート
【図６】同レンジフードの洗浄液受皿の液漏れ検出原理を示す図
【図７】同レンジフードのフロントカバーを示す図（（ａ）同レンジフードのフロントカ
バーの正面図、（ｂ）同レンジフードのフロントカバー側面図）
【図８】本発明の実施の形態２のレンジフードを示す図
【図９】同フィルター洗浄機能の構成を示す図
【図１０】同超音波センサーによる液面水位検出方法を示す図（（ａ）同液面検出原理の
正面図、（ｂ）同液面検出原理の側面図）
【図１１】同洗浄槽と傾斜センサーの構成を示す図（（ａ）同液面検出原理の傾斜０度を
示す図、（ｂ）同液面検出原理の傾斜６０度を示す図）
【図１２】同液漏れ検出原理を示す図
【図１３】同フィルム電極シートを洗浄槽に応用した例を示す図（（ａ）同フィルム電極
シートによる液面検出原理の正面図、（ｂ）同フィルム電極シートによる液面検出原理の
側面図）
【図１４】同フロントカバーにフィルム電極シートを応用した例を示す図（（ａ）同フィ
ルム電極シートによる人検出を示す正面図、（ｂ）同フィルム電極シートによる人検出を
示す裏面図）
【図１５】従来のレンジフードの構成を示す図
【符号の説明】
【００９８】
　１　　レンジフード
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　２　　調理機器
　３　　整流板
　４　　洗浄槽
　５　　フィルター
　６　　吐出口
　７　　貯水ポンプ
　８　　操作スイッチ
　９　　排気ファンモーター
　１０　回転軸
　１１　洗浄液受皿
　１２　貯水槽
　１３　フロントカバー

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】



(17) JP 4984909 B2 2012.7.25

【図１５】



(18) JP 4984909 B2 2012.7.25

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００２－０６６２４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２１３７８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－３００４４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５８－１７９３１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－３００５２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－１９４２１１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０４３６５８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２０５０２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－０７２５６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－２６５６４７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０３８２４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭６１－２００５３９（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２４Ｆ　　　
              Ｇ０１Ｆ


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

